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会議次第 

開 会 

 

 議題 

 

（１）中央区基本計画策定の流れ・スケジュールについて【資料１】 

  

  （２）「中央区の目指す姿」についての意見交換（グループワーク） 

【資料２】 

  （３）その他 

 

 

 閉 会 
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 主な内容は次のとおり。 

（◎会長の発言 ○委員の発言 ●事務局の発言） 

 

開 会 

区民会議規則第３条第３項の規定により、飯島会長より議事を進行した。 

会議の成立要件を満たしている旨の報告、傍聴希望者の報告を行い、傍聴を許可した。 

―傍聴希望者 ２名― 

 

 議 題 

（１）中央区基本計画策定の流れ・スケジュールについて【資料１】 

 【資料１】により、事務局から説明を行った。委員からの意見は次のとおり。 

（主な意見等） 

○スケジュールの中で、来年６月に各団体等からの意見集約となっているが、具体的な団体等が

決まっていれば教えていただきたい。また、自治会や社会福祉協議会など、地域社会に深く関わ

っている団体は対象に入っているのか。 

⇒●事務局としては、特定の団体のみを対象とするというよりも、より多くの市民の意見を集約

することを目的として考えている。より多くの市民の意見として、自治会や社会福祉協議会か

らの意見集約も考えている。 

○各団体等からの意見集約の期間が１ヶ月間と短いと思うが。 

⇒●スケジュールについては、現時点で事務局が想定している時期を明記しているが、こちらの

時期等については、今後区民会議の中で諮らせていただき、決めていきたい。また、今回の区

別計画の策定にあたり、次期総合計画との進め方の整合を図っていくため、スケジュールの部

分的な変更も想定される。 

 

 （２）「中央区の目指す姿」についての意見交換（グループワーク）【資料２】 

  【資料２】により、事務局から説明を行った。委員からの意見は次のとおり。 

（主な意見等） 

◎資料の「未来の年表２」については、現在、まさに中央区で起きていることが多数記載されて

いる。暗い内容のものもあるが、決してマイナスに捉えず、この様な環境の中で、「明るい中央区

をつくっていくためには」といった視点に立ち、議論していただきたい。 

○今回の基本計画が８年後を想定しているということであるが、相模原市全体、若しくは中央区
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における、学校数や生徒数等の推計について伺いたい。 

⇒●本日、お答えできるような資料がないため、後日、統計データの有無も含めて確認した上で、

次回の会議の際に、報告させていただく。 

  

事務局からの説明、質疑応答を行った後、各委員が４つの班に分かれて、意見交換を行った。 

 各班の代表者による発表は次のとおり。 

（主な意見等） 

【１班】 

・議論する上で、「楽しい中央区」をテーマとして定めた。 

・共生や健康、環境の分野に関する意見が多く挙がった。 

・世代間交流、地域の支えを重要とした中で、ＩＴやＳＮＳを活用した都市基盤整備のモデル地

区を目指していきたい。 

・区内にも豊かな自然がある中で、農地の保全や生物多様性といった視点を持ち、街づくりを考

えていきたい。 

・区内の外国人居住者が増加している中で、生活面やコミュニティの一環として、地域内での情

報共有をしっかり行っていく必要がある。 

 

【２班】 

・中央区に人が集まり、人に選ばれるような区を目指していきたい。 

・淵野辺公園の銀河アリーナやＪＡＸＡなど、様々な施設を生かし、区民みんなで中央区でなけ

ればできないことを考え、実現していきたい。 

・近年では、区内出身で、オリンピックも含めた様々な分野のスポーツで活躍されている選手が

輩出されている。そういった区の魅力を積極的に発信していき、「中央区は良い街だね」と言われ

るようにしていきたい。 

・安全安心を地域で強化していくためには、ご近所付き合いが重要である。ご近所付き合いから、

子育て、見守りと様々な分野における環境の向上に繋がっていく。 

 

【３班】 

・公共施設の老朽化対策の一環として、学校も含めた公共施設の複合化や保育園や幼稚園から中

学校までの一貫校を作っていきたい。 

・空き家を活用し、子育て広場や歌声喫茶などとして開放していくことで、地域の交流の場とす
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る。 

・目指すべき姿は、地域全体で子どもや高齢者を見守っていく街であり、アニメちびまる子ちゃ

んのような３世代が同居する姿が理想である。 

 

【４班】 

・交通については、交通渋滞の解消、買い物環境の向上、小田急多摩線延伸などの交通網の充実

化などが必要である。 

・環境については、地域の人が自由に使える広場や公園の充実、道保川公園のホタルなど、自然

を観光へ活用していく取組が求められている。 

・地域コミュニティについては、地域の世代間交流を活性化させていくためにも、若者を中心と

した自治会加入者を増やしていく必要がある。 

 

 （３）その他 

   事務局から、「さくら体操体験講習会」、「中央区ぶらさんぽ」について、実施内容や開催日

時等の概要説明を行った。 

   委員から、「こども未来ワールド in光が丘」、「潤水都市さがみはらフェスタ２０１８」に

ついて、情報提供があった。 

 

閉 会 

 竹田副会長あいさつの後、閉会。 
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第５期第２回相模原市中央区区民会議 委員出欠席名簿 

 

№ 氏   名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 飯島 泰裕 学識経験者（青山学院大学） 会 長 出席 

２ 石井 今朝太 小山地区まちづくり会議  出席 

３ 石井 トシ子 特定非営利活動法人男女共同参画さがみはら  出席 

４ 井上 政市 相模原交通安全協会  出席 

５ 牛尾 良一 中央地区まちづくり会議  出席 

６ 浦上 裕史 一般社団法人相模原市観光協会  出席 

７ 大木 美沙瑛 公募委員  出席 

８ 大谷 政道 相模原市公民館連絡協議会  出席 

９ 川道 英弘 相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会  出席 

10 河本 博 大野北地区まちづくり会議  出席 

11 神田 隆吾 公益社団法人相模原青年会議所  出席 

12 木内 哲也 一般社団法人相模原市医師会  出席 

13 小林 充明 上溝地区まちづくり会議  出席 

14 斎藤 奈美 特定非営利活動法人さがみはら環境活動ネットワーク会議  出席 

15 坂本 洋三 相模原市地区社会福祉協議会中央区連絡会  出席 

16 佐藤 悠貴 公募委員  出席 

17 清水 洋子 相模原市私立保育園・認定こども園園長会  出席 

18 志村 勝美 田名地区まちづくり会議  欠席 

19 末永 暁子 横山地区まちづくり会議  出席 

20 竹田 幹夫 星が丘地区まちづくり会議 副会長 出席 

21 田代 明寛 清新地区まちづくり会議  出席 

22 永野 堅次 相模原市民生委員児童委員協議会  出席 

23 中村 太郎 相模原商工会議所  欠席 

24 馬場 裕美 公募委員  出席 

25 割柏 秀規 光が丘地区まちづくり会議  出席 

 


